




















































































































































































































































































































































































































 ①    へき地・複式教育実習    
（平成 14 年から継続中）   
②    小規模校体験活動    
（平成 23 年度から試行中）   
③    小規模校活性化支援事業    
（平成 26 年度に実施）  









































単位化 ２単位 単位化なし 単位化なし
募集人数 ３０名程度 １０名程度 １０名程度
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総  合  評  価 実習全体を総合して４段階評価でお願いします。

図３ 現行の当実習評価表 
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資料１：成績通知とともに教務係で同封する教育学部学生の保護者への通知文。費用負担の問題等で実習機会を
そこなわないため、そして教育実践力強化の必要性についての保護者の理解を得ることも目的としている。 
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